
VIVID 活動方針 

 

• ダイバーシティを重要な経営課題の一つとして位置付け、全社の推進役

として新しい制度の導入や、既存の仕組みの置き換えにとどまることな

く、社員の考え方や意識そのものを変える。 

• 向上意欲が高く、能力の高い人材が、活躍の機会を限定されたり、妨げ

られたりすることのないように、人事施策や職場環境を見直す。 

• ロールモデルの輩出やモデル職場の拡大を促すために、ダイバーシティ

推進の活動を社内外に広く伝え、浸透させる。 
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